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◆
先
見
性
は
ど
こ
ま
で
可
能
か
？ 

ま
ず
、
今
年
も
地
震
、
水
害
、
台
風
、
雪
害
、
火
山
と
自
然
災

害
が
発
生
、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。 

日
本
は
、
地
理
的
、
地
形
的
、
地
質
的
等
の
条
件
に
よ
り
、
災

害
が
発
生
し
や
す
い
状
況
に
あ
り
、
さ
ら
に
、
災
害
が
発
生
す
る

度
に
備
え
を
強
化
し
て
も
新
た
な
状
況
、
知
見
が
発
生
し
て
き
て

い
ま
す
。 

災
害
対
策
で
は
、
➀
自
然
的
要
因
、
②
人
為
的
要
因
、
③
「
➀

と
②
」
の
複
合
し
た
も
の
、
④
財
政
的
制
約
や
財
産
権
と
い
っ
た

よ
う
な
視
点
か
ら
、
い
ざ
災
害
発
生
と
い
う
状
況
を
見
据
え
て
、

生
命
は
守
り
、
財
産
的
被
害
の
軽
減
を
図
る
こ
と
に
ど
の
よ
う
に

取
組
ん
で
い
く
の
か
、
予
見
す
る
こ
と
は
難
し
い
部
分
も
あ
り
ま

す
が
、
地
域
防
災
計
画
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
各
種
行
政
計
画
等
を
絶

え
ず
検
証
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
で
、
現
在
の
政
治
の
流
れ
の
中
で
は
、「
多
様
性
」
を
認

め
合
う
社
会
、
制
度
づ
く
り
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
多

様
性
の
中
で
、「
守
る
べ
き
も
の
は
、
信
念
を
も
っ
て
守
る
。
変
え

る
べ
き
も
の
は
、
勇
気
を
も
っ
て
変
え
る
。」
と
い
う
認
識
を
持
つ

こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
し
て
「
そ
れ
を
見
極
め
る
『
力
』
が
与

え
ら
れ
る
こ
と
。」
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

◆
『
総
務
省
２
０
４
０
』
か
ら 

 

総
務
省
の
自
治
体
戦
略
２
０
４
０
構
想
研
究
会
が
、
こ
の
４
月

に
第
一
次
報
告
、
７
月
に
第
二
次
報
告
を
発
表
し
て
い
ま
す
。（
以

下
、「
報
告
」
と
す
る
場
合
あ
り
。） 

こ
の
第
一
次
報
告
で
は
、「
我
が
国
は
、
少
子
化
に
よ
る
急
速
な

人
口
減
少
と
高
齢
化
と
い
う
未
曽
有
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。」

と
し
て
、
今
後
の
総
人
口
減
少
、
出
生
数
の
減
少
、
そ
し
て
高
齢

化
の
見
通
し
な
ど
を
示
し
、
主
な
課
題
と
し
て
「
子
育
て
・
教
育
」、

「
医
療
・
介
護
」、「
イ
ン
フ
ラ
・
公
共
施
設
」、「
空
間
管
理
、
治

安
・
防
災
」、「
労
働
・
産
業
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
ロ
ボ

ッ
ト
、
生
命
科
学
）」
の
個
別
分
野
毎
と
自
治
体
行
政
の
課
題
や
見

通
し
の
議
論
内
容
を
示
し
て
い
ま
す
。 

【
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
】 

 

こ
の
研
究
会
で
の
議
論
手
法
と
し
て
は
、
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ

ン
グ
、「
将
来
の
危
機
を
克
服
す
る
姿
を
想
定
し
た
上
で
、
現
時
点

か
ら
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
整
理
す
る
。」
と
い
う
手
法
で
、
先
の

個
別
分
野
で
の
議
論
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

第
二
次
報
告
で
は
、
第
一
次
報
告
で
の
議
論
さ
れ
た
「
２
０
４

０
年
頃
を
見
据
え
た
自
治
体
戦
略
の
基
本
的
方
向
性
」
に
関
し
て

の
さ
ら
な
る
議
論
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

人
口
減
少
・
高
齢
化
が
進
む
中
、
自
治
体
連
携
や
圏
域
で
の
行

政
運
営
、
行
政
運
営
の
あ
り
方
、
Ａ
Ｉ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
活
用
、
情
報

シ
ス
テ
ム
の
導
入
実
態
な
ど
の
議
論
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
、「
新
た
な
自
治
体
行
政
の
基
本
的
考
え
方
」
を
示
し
、



「
ス
マ
ー
ト
自
治
体
へ
の
転
換
、公
共
私
に
よ
る
く
ら
し
の
維
持
、

圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
二
層
制
の
柔
軟
化
、
東
京
圏
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」
の
四
項
目
を
挙
げ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
制
度
設
計
の
必
要

性
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。 

◆
人
口
減
少
と
行
政
運
営 

人
口
動
態
統
計
速
報
（
平
成
３０
年
１０
月
２３
日
）
に
よ
れ
ば
、

平
成
３０
年
１
月
か
ら
８
月
ま
で
の
日
本
人
（
日
本
国
内
）
の
出
生

数
は
、
６
３
万
４
４
４
７
人
で
あ
り
、
前
年
同
時
期
よ
り
１
万
３

４
８
７
人
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
然
増
減
（
同
時
期
比
）
で

は
、
３
万
１
８
３
２
人
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
合
併
に

よ
り
一
時
的
に
人
口
が
増
え
て
も
、
そ
の
後
、
人
口
減
少
と
い
う

自
治
体
も
み
ら
れ
ま
す
。 

総
務
省
２
０
４
０
構
想
研
究
会
の
報
告
を
踏
ま
え
つ
つ
、
各
自

治
体
で
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
、
総
合
振
興

計
画
、
各
種
行
政
計
画
ご
と
、
ま
た
、
各
計
画
間
の
連
携
・
調
整

に
つ
い
て
の
検
証
、
検
討
、
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。 

特
に
、
基
礎
自
治
体
は
、
国
の
示
す
政
策
の
方
向
性
や
法
制
度

の
影
響
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
マ
ク
ロ
の
方
向
性
か
ら
受

け
る
影
響
と
個
別
自
治
体
の
置
か
れ
た
状
況
と
を
引
き
比
べ
て
、

自
治
体
の
姿
を
描
い
て
い
く
こ
と
が
大
切
か
と
考
え
ま
す
。 

ま
た
、
行
政
運
営
に
お
け
る
職
員
体
制
に
関
し
て
は
、「
報
告
」

の
中
で
も
触
れ
て
い
ま
す
が
、
Ａ
Ｉ
等
の
活
用
が
議
論
さ
れ
て
い

ま
す
。
自
治
体
間
の
連
携
、
さ
ら
に
は
、
都
道
府
県
と
市
町
村
と

い
う
も
の
の
柔
軟
化
に
つ
い
て
も
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
、
日
本
の
人
口
減
少
に
よ
る
課
題
に
つ
い
て
は
、
故

竹
内
靖
雄
氏
が
、
２０
年
前
の
著
書
の
中
で
指
摘
し
て
い
ま
す
。
こ

の
２０
年
間
着
実
に
日
本
人
人
口
は
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。 

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
各
自
治
体
で
は
、
行
政
課
題
に
関

し
て
将
来
に
向
け
た
視
点
を
含
ん
で
対
応
し
て
き
て
い
る
と
思
い

ま
す
。「
報
告
」
で
い
う
将
来
か
ら
現
在
に
向
け
て
の
検
討
も
重
要

な
課
題
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
ま
す
。 

◆
議
会
・
議
員
の
役
割 

人
口
減
少
は
、
ま
ち
の
あ
り
様
を
変
え
て
い
き
ま
す
。
す
で
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
議
会
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
議
会
、
議

員
が
ど
の
よ
う
に
人
口
減
少
に
向
か
い
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に

係
わ
る
か
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。 

「
議
会
改
革
と
い
う
形
」
か
ら
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

て
、
住
民
、
行
政
と
の
情
報
共
有
を
で
き
う
る
だ
け
す
す
め
、
冷

静
な
議
論
を
積
み
重
ね
て
、
形
づ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考

え
ま
す
。 

東
京
圏
と
地
方
圏
と
の
関
係
で
は
、「
報
告
」
に
あ
る
よ
う
な
「
地

方
圏
か
ら
東
京
圏
に
人
材
や
資
金
が
吸
収
さ
れ
て
い
る
と
い
う
」

視
点
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
東
京
圏
か
ら
地
方
圏
へ
地
方
交
付
税

制
度
等
を
通
じ
て
の
財
源
移
転
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
視
点
も

併
せ
て
議
論
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。 

◆
そ
の
ほ
か 

 

水
道
法
改
正
、
学
校
教
育
の
情
報
化
、
公
文
書
管
理
、
公
契
約

条
例
、
酷
暑
対
策
、
使
用
済
太
陽
光
パ
ネ
ル
、S

D
G

s

、
次
年
度

予
算
編
成
な
ど
個
々
の
課
題
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。 

 (

『
２
０
１
８
年
１
１
月
』
発
行
よ
り) 


